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１／背景と目的

　木製品に関わる炭素フローの勘定方法については、IPCC による暫定的な勘定方法（IPCC

暫定法）のほかに３つの勘定方法（蓄積変化法、生産法、大気フロー法）1)が提案されている

が、ある国に対してどれだけの排出量が割り当てられるかは、４つの勘定方法で異なることが

指摘されている 2)3) 。京都議定書の第２約束期間以降の交渉においては、木製品による炭素蓄積も対策

の候補となっていることから、異なる勘定方法の政策インプリケーションについて検討を行った。

２／方法

　木質エネルギーの利用促進、森林保全の促進、リサイクルの促進などの政策を実施した場合

の炭素収支が計算できるような、森林及び木製品の炭素収支に関する簡易モデルを作成した。

この簡易モデルの計算結果を４つの異なる勘定方法に適用し、どのような政策に対してインセ

ンティヴが生じるのかについて検討した。表１に示すように、気候変動政策、森林政策、廃棄物

政策の視点から、必要に応じて国産材、輸入材などに分けて検討した。

３／結果と考察

　４つの勘定方法の政策インプリケーションをマトリックス状にまとめた（表１、ただし暫定版）。気候

変動、森林、廃棄物のすべての政策の整合性を担保しながら、適切なインセンティヴを与える勘定方法

はなく、トレードオフが生じることが明らかとなった（下線を施した箇所がそれである）。特に、輸入材

を利用することによって生じる輸出国における政策との不整合（*2、*3で示しているもの）には注意を

要する。これには、輸出国での政策が適切であるにもかかわらず、輸入国での政策が促進されない場合

が含まれる（*3）。一方、国内における政策の不整合（*1、*4で示しているものやQ5の大気フロー法）

は、森林保全を担保する他の仕組みを用いることで解決できるものと考えられる。なお、注釈(1)～(18)

に示すような条件付きのものが多く、表が簡易でなくなっているため、こうした条件の精査を行って条

件を減らし、表を簡易にすることが表１の確定版を作成する上での課題である。
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表１　４つの勘定方法の政策インプリケーション（暫定版）

IPCC 暫定法 蓄積変化法 生産法 大気フロー法

Q1　国産材のエネルギ
ー利用を促進するか？

（木質エネルギーのシ

ェア増加）

・ 炭素排出が減る場合(1)、促進
する*1。

・ 炭素排出が増える場合(2)、促

進しない。

・ 炭素排出が減る場合(1)、促進
する*1。

・ 炭素排出が増える場合(2)、促

進しない。

・ 炭素排出が減る場合(1)、促進す
る*1。

・ 炭素排出が増える場合(2)、促進

しない。

・ 炭素排出が減る場合(1)、促進
する*1。

・ 炭素排出が増える場合(2)、促

進しない。

Q2　輸入材のエネルギ

ー利用を促進するか？

（木質エネルギーのシ

ェア増加）

・ 促進する*2。 ・ 促進する*2。 ・ 促進する*2。 ・ 炭素排出が減る場合(3)、促進

する*2。

・ 炭素排出が増える場合(4)、促

進しない*3。

Q3　国産材の製品利用

を促進するか？（木製
品のシェア増加）

・ 炭素排出が減る場合(5)、促進

する*1。
・ 炭素排出が増える場合(6)、促

進しない。

・ 炭素排出が減る場合(7)、促進

する*1。
・ 炭素排出が増える場合(8)、促

進しない。

・ 炭素排出が減る場合(7)、促進す

る*1。
・ 炭素排出が増える場合(8)、促進

しない。

・ 炭素排出が減る場合(7)、促進

する*1。
・ 炭素排出が増える場合(8)、促

進しない。

Q4　輸入材の製品利用

を促進するか？（木製

品のシェア増加）

・ 促進する*2。 ・ 促進する*2。 ・ 促進する*2。 ・ 炭素の排出が減る場合(9)、促

進する*2。

・ 炭素排出が増える場合(10)、

促進しない*3。
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候
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動

政

策
・

森

林

政
策

Q5　国内の森林保全を

促進するか？　国内の

森林蓄積の減少を抑制
するか？

・ 促進する。 ・ 促進する。 ・ 促進する。 ・ 伐採木材を国内で利用する場

合、促進する。

・ 伐採木材を輸出する場合、促
進しない。

Q6　輸入材から国産材

へ の 代 替 を 促 進 す る

か？（木質エネルギー、

木製品の需要一定）

・ 森林の炭素蓄積が減少する場

合、促進しない。

・ 森林の炭素蓄積が増加する場

合、促進する。

・ 森林の炭素蓄積が減少する場

合、促進しない。

・ 森林の炭素蓄積が増加する場

合、促進する。

・ 森林と国産材製品の炭素蓄積の合

計が減少する場合、促進しない。

・ 森林と国産材製品の炭素蓄積の合

計が増加する場合、促進する*1。

・ 森林の炭素吸収が減少する場

合、促進しない。

・ 森林の炭素吸収が増加する場

合、促進する*1。

Q7　国産材から輸入材

へ の 代 替 を 促 進 す る

か？（木質エネルギー、
木製品の需要一定）

・ 森林の炭素蓄積が増加する場

合、促進する*2。

・ 森林の炭素蓄積が減少する場
合、促進しない。

・ 森林の炭素蓄積が増加する場

合、促進する*2。

・ 森林の炭素蓄積が減少する場
合、促進しない。

・ 森林と国産材製品の炭素蓄積の合

計が増加する場合、促進する*2。

・ 森林と国産材製品の炭素蓄積の合
計が減少する場合、促進しない。

・ 森林の炭素吸収が増加する場

合、促進する*2。

・ 森林の炭素吸収が減少する場
合、促進しない*4。

森

林

政
策

Q8　輸出を促進する

か？

・ 森林の炭素蓄積が減少する場

合、促進しない。

・ 森林の炭素蓄積が増加する場

合、促進する。

・ 森林の炭素蓄積が減少する場

合、促進しない。

・ 森林の炭素蓄積が増加する場

合、促進する。

・ 森林と製品の炭素蓄積の合計が減

少する場合、促進しない。

・ 森林と製品の炭素蓄積の合計が増

加する場合、促進する。

・ 森林の炭素吸収が減少する場

合、促進しない*4。

・ 森林の炭素吸収が増加する場

合、促進する。

廃

棄
物

政
策

Q9　リサイクルや製品

の長期利用を促進する
か？

・ 炭素排出が減る場合(11)、促

進する。
・ 炭素排出が増える場合(12)、

促進しない。

・ 炭素排出が減る場合(13)、促

進する。
・ 炭素排出が増える場合(14)、

促進しない。

・ 炭素排出が減る場合(15)、促進す

る。
・ 炭素排出が増える場合(16)、促進

しない。

・ 炭素排出が減る場合(17)、促

進する。
・ 炭素排出が増える場合(18)、

促進しない。

(1) 森林の炭素蓄積の減少分＜化石燃料からの炭素排出の回避分。(2) (1)の逆。(3) 輸入材からの炭素排出の増加分＜化石燃料からの炭素排出の回避分。(4) (3)の逆。(5) 森林の炭素蓄積

の減少分＜他素材の利用による炭素排出の回避分。(6) (5)の逆。(7) 森林と製品の炭素蓄積の減少分＜他素材の利用による炭素排出の回避分。(8) (7)の逆。(9) 輸入材の利用による炭素排

出の増加分＜他素材の利用による炭素排出の回避分。(10) (9)の逆。(11) 森林の炭素蓄積の増加分＞リサイクルや長寿命化による炭素排出の増加分。(12) (11)の逆。(13) 森林と製品の炭

素蓄積の増加分＞リサイクルや長寿命化による炭素排出の増加分。(14) (13)の逆。(15) 森林と国産材製品の炭素蓄積の増加分＞リサイクルや長寿命化による炭素排出の増加分。(16) (15)

の逆。(17) 森林の炭素吸収の増加分＋製品からの炭素排出の減少分＞リサイクルや長寿命化による炭素排出の増加分。(18) (17)の逆。

*1 国内で森林蓄積が減少するとしても。*2 輸出国で森林蓄積が減少するとしても。*3 輸出国で森林が持続可能な形態で管理されるとしても。*4 国内で森林蓄積が増加するとしても。


